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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

チョクザキミズ 
日本での生育地は局限されている。本県の生育地は｢大野川上流域｣に

限られ，個体数も極めて少ない。河川工事や道路工事などで生育地が

改変され，絶滅の危険性が極めて高い。 

 

大野川上流域 

 

 

九州(熊本･大分) 

中国(中部･南部･西南部),台湾,ヒマラヤ,ジャワ,フィリピン 

 

丘陵地のしぶきがかかる滝の周辺。 

 

 

人里近くの滝の，しぶきがかかるような岩場に生育している。道路沿

いで衰退した生育地がある。 

　 
　 
イラクサ科 
Urticaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 
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Lecanthus peduncularis 
(Royle) Wedd.
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タチゲヒカゲミズ 
 

 

 

(英彦山･犬ヶ岳山地) 

 

 

本州(中部),九州(大分) 

朝鮮半島 

 

 

 

 

「英彦山･犬ヶ岳山地」の標本はあるが，その生育地は把握されてい

ない。 

　 
　 
イラクサ科 
Urticaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
IB

Parietaria micrantha Ledeb. 
var. coreana (Nakai) Hara

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

ミヤコミズ 
主に西日本に分布し，本県での生育地は点在し，少ない。渓流沿いの

陰湿地に生育し，護岸工事や増水による流失などで，生育地の消滅が

懸念される。 

 

耶馬渓地区，大分川･大野川丘陵地，九重火山群 

 

 

本州（近畿地方）,九州(福岡･佐賀･大分) 

 

 

丘陵地の湿った林縁や渓流辺。 

 

 

「大分川･大野川丘陵地」のスギ林内の生育地では，その伐採で著し

く攪乱され，消滅状態である。 

　 
　 
イラクサ科 
Urticaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 
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II

Pilea kiotensis Ohwi




